
東
ひがし

日
に ほ ん

本大
だいしんさい

震災後
ご

の復
ふっこう

興にともなう発掘調査で、
縄
じょうもん

文時
じ だ い

代早
そ う き

期後
こうよう

葉から前
ぜ ん き

期初
しょとう

頭頃（今から約８千
年前～７千年前）のムラのあとが見つかりました。

この時代は、動物や植物などの食料が豊富な
山間部にムラを作ることが多く、海岸に近い場所
でムラが見つかるのはとても珍しいことです。海の
幸を求めて、キャンプ地のように利用していたのか
もしれません。

住居は地面を掘りくぼめた竪
たてあなしき

穴式で、床には火
を焚

た
いた炉

ろ
の跡

あと
がありました。住居の近くには、

動物を捕
とら

えるための落し穴が見つかっています。
石
せきぞく

鏃も多く出土しているため、海の幸だけでなく、
動物も捕らえながら生活をしていたようです。

その他に、古代から中世頃と考えられる掘立柱
建物跡も見つかっています。

4 落し穴
深さ 1.1 ｍで、底面の真ん中には小さな穴がありました。
落ちた動物にダメージを与えるため、尖った杭を立てていた
跡と考えられます。

2 発掘調査の様子

3 遺跡全体の様子　白線部分が竪穴建物（住居）・落し穴・掘立柱建物などの跡です。

6 縄文時代前期頃の海岸線（推定）

現在の海岸線

国土地理院タイル使用

5 柳町Ⅱ遺跡で見つかった土器と石器
わかりやすいように大きさを変えています。

【突き刺す】

落し穴のイメージ図

【穴をあける】

【削る】

【切る】

【土を掘る】
【木を切る】

【すりつぶす】
【たたく・みがく】

●遺跡番号：No.102
●所 在 地：広野町大字下浅見川字柳町
●時　　代：縄文時代（早期後葉～前期初頭）

奈良時代 平安時代 中世
●性　　格：集落跡
●遺　　構：竪穴建物跡 掘立柱建物跡 土坑 溝跡

焼土跡 落し穴
●遺　　物：縄文土器 土師器 須恵器 石器

柳
やなぎ

町
ま ち

Ⅱ
に

遺
い

跡
せ き

縄文時代より前の旧
きゅう

石
せ っ き

器時
じ だ い

代は、冷
れいりょう

涼で寒い環
境でしたが、縄文時代早期頃には温

おんだん
暖化

か
が進み、

前期の中頃（約６千５百年前～６千年前）に最も気
温が上昇したと言われています。温暖化にともない
海
かいすいめん

水面も次第に上昇し、現在の海水面より２～３ｍ高
かったと考えられ、内陸の低い土地まで海が入り込ん
でいました。このような現

げんしょう
象を縄

じょうもん
文海

かいしん
進と言います。

柳町Ⅱ遺跡にムラがあった頃は、徐 に々温暖化が
進み、海岸までの距離が今よりもっと近く、自然環
境も大きく違っていたことでしょう。

その後、また気候や海水面の変化を繰り返しなが
ら現在の地形になっていきました。

縄文時代の環境

1 上空から見た柳町Ⅱ遺跡

広野駅

2017年（H29年）撮影

柳町Ⅱ遺跡

2015年（H27年）撮影

柳町Ⅱ遺跡

100m
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(7) 柳町Ⅱ遺跡で出土した尖底土器

7 柳町Ⅱ遺跡で出土した尖底土器

①縄文（じょうもん）

⑤刺突文（しとつもん）

②羽状縄文（うじょうじょうもん） ③撚糸文（よりいともん）

④沈線文（ちんせんもん）

⑦貝殻腹縁文（かいがらふくえんもん）

⑥条痕文（じょうこんもん）

8 柳町Ⅱ遺跡で出土した様々な文様の復元
素材は身近に手に入るものを使っています。

3 縄文時代前期の土偶（板
ばんじょう

状土
ど ぐ う

偶）
腕の部分が欠け、顔と胸の部分には沈線で
文様が描かれています。

4 縄文時代晩期の土偶
人物の顔には髯

ひげ
か入

い
れ墨

ずみ
が表現されています。

1～4の写真提供： 福島県文化財センター白河館

上
かみ

北
き た ば

迫字上田郷地区は縄文時代の遺跡が多いこ
とで知られていますが、常磐自動車道を建設する際
に、縄文時代早期から前期のムラが見つかりました。

ムラでは台
だ い ち

地上
じょう

の平
へいたんめん

坦面に住み、周辺の斜
しゃめん

面
には土器や石器をたくさん捨てた跡（遺

い ぶ つ
物包

ほうがんそう
含層）

がありました。遺物包含層から出土した土器は、
縄文時代早期末

まつよう
葉から前期初頭にかけての土器

の移り変わりがわかる貴重な資料となりました。
遺跡からは土

ど ぐ う
偶も出土しています。

1 上空から見た上田郷Ⅵ遺跡 2 遺物包含層から出土した土器

縄文土器の形と文様

縄文時代は、今から１万数千年前から２千４百
年前頃まで、１万年以上もの長い間続いていま
した。

柳町Ⅱ遺跡で出土した土器は、縄文時代早期
後葉から前期初頭頃（約８千年前～７千年前）に
あたります。

この頃の土器は底が尖
とが

っているもの（尖
せんてい

底土
ど き

器）
が多く、土器を作るときに土に植物の繊

せ ん い
維を混

ぜ込んだものもあります。土器の表面には、様々
な文

もんよう
様（模

も よ う
様）が付いています。

縄文土器の「縄文」とは、「縄
なわ

の模様」のことで
す。土器の模様は「文様」と言い、縄の文様が付い
た土器なので、「縄文土器」と呼ばれるようにな

りました。縄はカラムシなどの植物の繊維を撚
よ

って（ねじって）作ります。撚る方向、撚り合
わせた本数や回数で、様々な文様になります。

縄文土器には、縄以外にも竹、木片、動物の角や骨、貝など、様々な素材を利用した文様が
あります。

上田郷Ⅵ遺跡

土ヶ目木遺跡

上
う え

田
だ

郷
ご う

Ⅵ
ろ く

遺
い

跡
せ き

●遺跡番号： No.68
●所 在 地： 広野町大字上北迫字上田郷
●時　　代： 縄文時代(早期～前期・晩期)　平安時代
●性　　格： 集落跡 遺物包含層
●遺　　構： 竪穴建物跡 掘立柱建物跡 土坑 溝跡

焼土遺構 遺物包含層 土器埋設遺構
●遺　　物： 縄文土器 陶器 石器 土偶

100m
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